
【Ⅰ．主な取り組み】

【Ⅱ．目標指標】
３１年度 ３６年度

実績値 達成度 目標値 目標値 　　　　 25　　　   50　　　　75　　 　100       125

ⅰ 12 90.9% 10以下 9以下

【Ⅲ．指標による評価】

ⅰ

施策評価調書（２９年度実績）
施策コード Ⅰ－５－（４）

政策体系
　施策名　食の安全・安心の確保 所管部局名 生活環境部 長期総合計画頁 63

　政策名　安全・安心を実感できる暮らしの確立 関係部局名 生活環境部、農林水産部

取組項目 食の安全・安心の確保対策の推進
食品関連事業者などに対する
衛生管理体制の推進

安全・安心な農林水産物の供給体制の充実

取組№ ① ② ③

指　　　　標
関連する
取組№

基準値 ２９年度 目標達成度（％）

年度 基準値 目標値

食中毒発生件数（件） ② H26 11 11以下

評価 理　　　　由　　　　等 平均評価

概ね
達成
　大分県食品衛生監視指導計画に基づいた監視指導及び食中毒予防講習会・啓発を行った結果、目標値を概ね達成した。

概ね
達成



【Ⅳ．指標以外の観点からの評価】 【Ⅴ．施策を構成する主要事業】

①

②

【Ⅵ．施策に対する意見・提言】

【Ⅶ．総合評価と今後の施策展開について】

主要な施策の
成果掲載頁

総合評価 ３０年度の方向性

①
・食品事業者と消費者との意見交換会をワークショップ形式で開催し、食
の安全・安心に対する意識や理解を深めることができた。

食の安全・安心推進事業 22,815 A 継続・見直し 106

取組
№

指標以外の観点からの評価
取組
№

事業名（２９年度事業）
事業コスト
（千円）

事務事業評価

②
・県内3カ所（日田・由布院・別府）のホテル・旅館をHACCP導入のモデル
施設として支援することにより、HACCP導入の普及を図った。

③
安全・安心な商品づくり推進事業 19,538

ＨＡＣＣＰ推進事業 9,175 A 継続・見直し 107

A 終了 168

ＧＡＰ認証農場拡大推進事業 11,731 A 継続・見直し 169

Ａ
・食品事業者と消費者との意見交換会において、食物アレルギーをテーマにした講座やグループ討論を行い、食物アレルギーへの理解を深めていく。
・ラグビーワールドカップ等大規模イベント開催を控え、多数の外国人観光客の来県に備えた食中毒等への対策を強化する。
・食の安全をさらに確保するため、食品事業者のHACCP導入に向けた普及、啓発を進めていく。
・農産物の安全性を向上させるため、より高度な指導ができるGAP指導員の育成や認証取得経費等に助成し、GAP認証取得の更なる拡大を図る。

③

・生産者に対する研修会の開催やGAP導入に取り組む生産者組織等へ
の支援によりGAP導入戸数の増加を図った。
・生産者に対して「安心いちばんおおいた産農産物認証制度」の推進を
図った。（認証戸数　H28：214戸 → H29：359戸）

○食品衛生法改正懇談会（H29.11)
・HACCPについて、大手企業・製造業者への普及は進んでいるが、中小規模事業者では依然
として普及が進んでいない。また、食中毒や異物混入の防止、食品の輸出促進等の課題への
対応や、東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を控えているなどといった状況を踏ま
えると、HACCPの導入を更に推進していく必要がある。

総合評価 施策展開の具体的内容


